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P..433 塔疾縦織の異常から数年を経て診断された
強制高
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{背景}務内務早期編平上皮揺では.!奇時・異時多発勤務が高率である事が知

られ，第H自治療設にも長鰐のブオローアップが必要と考えられる.…方，

培議繍能診が疑鯖性桂度であると，節義確定に12らぬ事も多い.[自的l~議
灘臆i撃で義務iこ異常を認めた数年後に蹄惑が議定し切i殺した症鰐と綾診に
おける問機の症例の臨床{撃から.診断とフォロ}アップ上の間鰭点を検討す

み{結果}症部1:68議，男性検診鞠部写真で異常を指議され受診.~客議

紹龍診で騎識が疑われた(クラスIV).緯部CT.気管支畿による務査では

結構li確定せず，その後3年間の経過観察中，繍ぬ訟も疑詩?生以下であった

し!かしその5年後関I性欝炎を発症，左揺i下葉原発議平上決痛に対し左JW
擁除を施行した (pT2NIMO).症例2:72議，男性.検診の略模範総診D
判定にで.務うをずるも締籍確定iこfらず，その後iま疑議設以下で経過した.
3年後に織総診陽性(クラスめとなった.左下葉の蕗平上皮癌iこ対しs6

区域切除を路行した(pTlNOMO).集関検診倒では，茨域j築総合建設協会で

過去5年期に時半繍捻診磁性 (D，E判定)とされたもののうち，鑓議確定

症錦iま42鈍うちG鰐(14%)では，謀i翁確定の前年以l1iI~，こも異常を指摘
され， 5併では‘経送中に}度は疑欝性以下の判定を受けていたー{まとめi
}度でも略談調臆診で懇性郵挺を疑うjfr見を認めたt主的で!i.その得点での

構査で崩i癌の薙定診断iこ歪らなくても.鮪議ハイ 1)スク群である事法継続す

る.これらのf主将では.長期にわたる締諮スクワーニングが必要である‘
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